
発行所
東京都千代田区霞ヶ関

財務ビル内（〒100-0013）

全国税労働組合
発行人　山本　浩二

電　話（03）3581−3678
ＦＡＸ（03）3507−0886
振替口座　00140-2-68514

(　1　)

“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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ポ
ン
サ
ー
気
ど
り
で
五
輪
の

憂
さ
晴
ら
し
」
を
す
る
つ
も

り
か
と
も
▼
自
公
政
治
に
国

民
は
退
場
の
審
判
を
下
し
た

が
、
民
主
党
政
治
に
も
失
望

す
る
と
い
う
流
れ
の
中
で
、

「
新
党
結
成
」
が
騒
々
し
い
。

き
た
る
べ
き
参
院
選
で
自
民

党
の
形
勢
が
不
利
な
の
で
、

「
新
党
で
か
く
乱
」と
い
う
構

図
な
ら
選
挙
民
を
愚
弄
す
る

に
も
程
が
あ
る
▼
あ
る
党
は

「
構
造
改
革
」
を
も
っ
と
や

れ
、
あ
る
党
は
消
費
税
の
増

税
を
や
れ
、
憲
法
９
条
も
変

え
ろ
と
言
い
、
逆
向
き
の
流

れ
に
引
き
戻
す
言
動
が
際
立

つ
▼
生
粋
の
増
税
派
で
あ
り

改
憲
派
の
御
仁
た
ち
だ
か

ら
、
鳩
山
首
相
の
よ
う
な

「
ブ
レ
」は
な
い
。
そ
れ
を
ヨ

イ
シ
ョ
す
る
面
々
も
加
わ

り
、「
か
く
乱
」
状
態
に
拍
車

を
か
け
る
。
注
意
が
必
要
。

倒
し
た
の
は

誰
だ
と
言
い

た
い
！
『
た

ち
あ
が
れ
日

本
』
に
は
。

ま
た
、
「
ス

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

銀
の
守
り
に
注
意
す
る
。

（　

分
で
二
段
）
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持
駒　

金
金
金
桂

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

　全国税税研中央推進委員会が編集した「税
金2010」（B5判・88頁）が出来上がりました。
　本書は、鶴田廣巳関西大学商学部教授の講
演「グローバル時代における税制改革」、岡田
俊明元全国税中央執行委員長の特別報告「民
主党の歳入庁構想を検討する」、さらに税制
一般・暮らしと税金・税務行政の各分科会の
まとめ、各種資料を収録してあります。
※お申込みは、全国税本部・組合員まで。

　

自
民
・
み
ん
な
案

 部長級以上の幹部を別体系の
 「特別職」公務員に。幹部から
 課長級の降格が可能

幹　部

人　事

 次官・局長・部長の幹部を同格 
 にする。次長から幹部級の降格
 が可能

　
　

政　

府　

案
 公務員の定数・定員・給与管
 理などの機能を人事院・総務
 省・財務省から移管する

内　閣

人事局

 省庁横断の幹部候補者名簿作成
 などに限定。定員管理は移管せ
 ず労働基本権付与時に検討

 再就職のあっせんを禁止し
 刑事罰も適用する

天下り 再就職のあっせんは禁止だが、
 刑事罰の規定はなし

■
公
務
員
制
度
改
革

　

政
府
案
と
自
・
み
案

「
政
争
の
具
」扱
い
は
御
免

　

中
央
省
庁
の
幹
部
人
事
を
内
閣
で
一
元
管
理
し
、
支
配
統
制
を
強
化
す
る
こ
と
を

柱
と
し
た
「
国
家
公
務
員
法
改
正
案
」
が
、
４
月
６
日
に
衆
院
本
会
議
で
審
議
入
り
し

ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
政
府
案
、
自
民
党
と
み
ん
な
の
党
が
共
同
提
出
し
た
案
の
骨

子
は
左
下
図
の
と
お
り
で
す
が
、「
参
院
選
を
前
に
与
野
党
の
ア
ピ
ー
ル
合
戦
の
様

相
」
を
呈
す
る
中
で
審
議
が
進
む
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
公
務
員
の
勤
務
条

件
を
法
律
で
定
め
、
解
雇
や

降
格
を
規
制
す
る
な
ど
厳
格

な
身
分
保
障
を
定
め
て
お

り
、
こ
れ
は
「
全
体
の
奉
仕

者
」
と
し
て
政
治
的
圧
力
や

干
渉
を
排
除
し
、
国
民
の
立

場
に
た
っ
て
働
け
る
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。　

　

と
こ
ろ
が
、
国
会
質
疑
で

民
主
党
議
員
は
「
格
下
げ
す

る
ぞ
と
睨
み
を
き
か
せ
、
公

務
員
に
従
っ
て
い
た
だ
く
」

と
語
り
、
自
民
党
議
員
は

「
政
府
案
で
は
官
僚
依
存
か

ら
脱
却
で
き
な
い
」と
批
判
、

降
格
人
事
を
課
長
級
ま
で
拡

大
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

両
党
の
主
張
は
、
幹
部
級

の
職
員
か
ら
現
在
の
制
約
を

掘
り
崩
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　

天
下
り
に
つ
い
て
、
政
府

案
で
は
、
新
た
に
「
民
間
人

材
登
用
・
再
就
職
適
正
化
セ

ン
タ
ー
」
を
新
設
し
、
官
民

の
人
材
交
流
を
す
す
め
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
天
下
り
が

根
絶
さ
れ
る
か
疑
問
で
す
。

　

自
民
党
は
政
府
案
を
「
天

下
り
温
存
」
と
批
判
し
、
対

案
で
は
、
旧
自
公
政
権
時
代

に
つ
く
っ
た
「
官
民
人
材
交

流
セ
ン
タ
ー
」
を
存
続
す
る

よ
う
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
重
大
な
こ
と
は
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
切
り
す
て
に

つ
な
が
る
公
務
員
削
減
を

競
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

民
主
党
議
員
が
「
公
務
員

人
件
費
2
割
削
減
断
行
を
」

「
そ
れ
で
も
お
金
が
足
り
な

け
れ
ば
消
費
税
増
税
の
論
議

を
す
べ
き
だ
」
と
迫
り
、
自

民
党
議
員
は
「
給
与
の
抜
本

改
革
、
職
員
を
減
ら
す
し
か

な
い
」と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
、「
公
務
員
削

減
を
庶
民
増
税
の
地
な
ら

し
」
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

到
底
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は
、

①
天
下
り
根
絶
と
と
も
に
政

官
業
の
癒
着
を
断
ち
切
る
、

②
公
務
員
労
働
者
に
労
働
基

本
権
を
付
与
す
る
、
あ
わ
せ

て
憲
法
を
国
民
の
く
ら
し
と

行
政
に
い
か
し
国
民
本
位
の

行
財
政
確
立
に
向
け
役
割
が

発
揮
で
き
る
よ
う
求
め
て
い

き
ま
す
。　　

　
指
定
官
職
の「
勤
務
延
長
」の
意
向
確
認
結
果

　
   
か
た
く
な
に
国
税
庁
は
開
示
を
拒
否

　

勤
務
延
長
問
題
に
つ
い
て

庁
当
局
は
、「
指
定
官
職
に

定
年
ま
で
勤
め
て
も
ら
う
た

め
の
措
置
（
3
月　

日
に
退

31

職
せ
ず
、
7
月
9
日
ま
で
勤

務
）
で
あ
り
、
個
別
の
意
向

確
認
を
3
月　

日
ま
で
行

31

う
」と
回
答
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
官
職
の
勤
務

延
長
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

「
検
討
中
だ
が
、
そ
の
参
考

と
し
た
い
の
で
、
来
年
3
月

定
年
退
職
予
定
者
全
員
に
対

し
、
仮
に
勤
務
延
長
制
度
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
要
請
が
あ
っ
た
場
合
の

意
向
を
3
月
中
旬
に
聞
く
」

と
回
答
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

＊　
 
＊　

＊　

＊

　

全
国
税
本
部
は
4
月
1

日
、
①
意
向
確
認
の
対
象
と

し
た
指
定
官
職
の
総
数
と
意

向
確
認
が
で
き
た
数
、
②
一

般
官
職
に
つ
い
て
の
検
討
内

容
、
把
握
し
た
意
向
状
況
の

開
示
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
庁
は
「
個

別
の
人
事
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
り
答
え
ら
れ
な
い
」
と
回

答
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
税
は
、「
秘
密
・
独
善

の
人
事
に
固
執
す
る
た
め
の

言
い
逃
れ
で
あ
り
、
到
底
容

認
で
き
な
い
」
と
抗
議
し
、

誠
実
に
回
答
す
る
よ
う
申
し

入
れ
て
い
ま
す
。

　メーデー実行委員会代表委員の大黒全労連議
長は、「第81回メーデーはこれからの日本の前途
にとって重要な意義を持っており、中央でも地方
でも家族そろって参加し、成功させよう」と訴え
ています。
　メーデースローガンは、「働くものの団結で生
活と権利を守り、平和と民主主義、中立の日本を
めざそう」です。
　中央メーデーは5月1日（土）、代々木公園で
午前11時開始、集会終了後デモ行進します。
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国家公務員法改
正案　審議入り

庶
民
増
税
の
地
な
ら
し
は
言
語
道
断

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙

沖縄に連帯「基地撤去」

　

4
月　

日
に
「
沖
縄
県
民

14

と
連
帯
し
普
天
間
基
地
の
即

時
・
無
条
件
撤
去
を
求
め
る

中
央
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

５
０
０
０
人
を
こ
え
る
参
加

者
が
東
京
・
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
を
埋
め
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
民
が
島
ぐ
る
み
で

「
基
地
た
ら
い
回
し
反
対
」と

声
を
あ
げ
て
い
る
時
、
全
国

津
々
浦
々
か
ら
「
沖
縄
に
新

基
地
を
つ
く
ら
せ
る
な
」「
普

天
間
基
地
を
無
条
件
に
撤
去

せ
よ
」
の
声
を
あ
げ
、「
基
地

の
な
い
沖
縄
、
日
本
」
を
つ

く
り
だ
そ
う
と
呼
び
か
け
る

と
同
時
に
、
巨
大
な
う
ね
り

で
、
新
し
い
歴
史
の
１
ペ
ー

ジ
を
切
り
ひ
ら
く
決
意
を
固

め
あ
い
ま
し
た
。

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

「大阪国公」の幟を持っ
てかけつけた近畿地連岸
和田分会の林哲男さん

中央集会 5000人の熱気で会場埋める

巨大なうねりで 歴史切りひらく
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大
量
廃
止
で
寮
・
宿
舎

確
保
に
赤
信
号

【
東
京
地
連
】

　

廃
止
と
な
る
４
月
末
ま

で
あ
と
わ
ず
か
と
い
う
の

に
移
転
先
の
斡
旋
が
進
ま

ず
懸
念
さ
れ
て
い
た
荻
窪

寮
は
、
こ
の
ほ
ど
代
替
寮
は

必
要
数
が
確
保
で
き
た
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
ま
ず
ク
リ
ア
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
再
来
年

の
７
月
末
に
か
け
て
廃
止

が
確
定
し
て
い
る
独
身
寮

は　

、
宿
舎
は　

も
あ
り
、

10
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今
後
の
代
替
寮
・
宿
舎
の
確

保
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る

こ
と
は
必
至
で
す
。
移
転

先
の
斡
旋
が
な
け
れ
ば
、
当

該
職
員
に
は
多
大
な
負
担

と
な
り
ま
す
。
万
難
を
排

し
て
代
替
寮
・
宿
舎
確
保
を

当
局
に
要
求
し
ま
す
。

一
元
化
移
行
で

調
査
の
早
期
着
手
指
示

【
北
海
道
地
連
】

　

今
年
は
各
局
で
３
月
中

の
調
査
着
手
が
指
示
さ
れ

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

札
幌
局
個
人
課
税
課
は
、
３

月　

日
に
「
下
期
に
お
け
る

24
早
期
調
査
着
手
に
つ
い
て
」

と
い
う
メ
ー
ル
を
署
特
官
、

１
・
２
統
括
官
宛
に
送
信

し
、
例
年
よ
り
か
な
り
早
い

４
月
１
日
着
手
（
特
調
・
特

官
）、
４
月　

日
着
手
（
一

12

般
）
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
４
月
中
は
ま
だ

確
定
申
告
直
後
の
事
務
に

追
わ
れ
る
時
期
で
す
。
現

場
の
職
員
か
ら
は
、「
例
年

な
ら
せ
い
ぜ
い
４
月
中
着

手
な
の
に
」、「
内
部
事
務
が

一
元
化
に
移
っ
た
か
ら
、
そ

の
分
調
査
に
専
念
し
ろ
と

い
う
こ
と
か
」、「
身
上
申
告

書
も
ま
だ
書
い
て
い
な

い
」、「
全
道
的
に
も
、
３
月

ま
で
の
件
数
が
悪
す
ぎ
た

ら
し
い
」
…
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
以
降
の
管
理
運
営

へ
の
応
援
は
不
要
、
調
査
事

務
に
専
念
せ
よ
と
い
う
こ

と
な
の
か
、「
挙
署
一
体
体

制
」
や
「
弾
力
的
運
営
」
は

早
く
も
ど
こ
吹
く
風
。「
今

年
の
数
字
」
が
気
に
な
っ
て

仕
方
な
い
よ
う
で
す
。

「
人
派
」
は
侮
蔑
的

【
東
海
・
名
古
屋
中
村
分
会
】

　
「
派
遣
職
員
に
対
す
る
侮

蔑
的
な
呼
び
方
が
行
わ
れ

て
い
る
」
と
い
う
声
が
分
会

に
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

分
会
は
、
こ
の
問
題
を
署

長
交
渉
で
取
り
上
げ
、
貴
重

な
力
で
あ
る
派
遣
職
員
に

対
す
る
侮
蔑
的
な
呼
び
方

（
人
派
と
呼
び
捨
て
）
を
や

め
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　

署
長
は
、
重
要
な
戦
力
で

あ
り
、
気
持
ち
よ
く
働
い
て

い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
の

醸
成
に
努
め
た
い
、
呼
び
方

も
注
意
喚
起
し
て
い
く
と

回
答
し
ま
し
た
。

　
机
上
の
計
画
で

　

３
月
か
ら
実
調
開
始

【
関
信
地
連
】

　

局
の
猛
烈
な
圧
力
に
よ

り
、
個
人
課
税
で
の
早
期
実

調
開
始
が
押
し
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
埼
玉
県
南
Ａ

署
で
は
、
３
月　

日
に
発
表
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さ
れ
た
事
務
計
画
で
３
月

　

日
か
ら
の
実
調
開
始
、
あ

29ま
り
の
無
謀
さ
に
撤
回
さ

れ
ま
し
た
。

　

他
の
署
で
も
４
月
早
々

の
着
手
が
計
画
さ
れ
、
現
場

か
ら
は
「
と
て
も
無
理
だ
」

「
霞
ヶ
関
や
新
都
心
の
机
上

の
計
画
で
現
実
は
動
か
な

い
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

〈
解
答
〉

解
説

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て

　

国
民
平
和
大
行
進　

夢
の
島
を
ス
タ
ー
ト

 
3
万
円
近
い
賃
上
げ
実
現

　

非
常
勤
職
員
の
雇
用
期
間

が
5
年
過
ぎ
た
ら
、
一
生
涯

再
応
募
は
認
め
な
い
―
―
。

　

こ
れ
ま
で
中
央
区
は
、
こ

う
し
た
厳
格
な
制
度
を
全
職

種
に
運
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
0
8
年
、
区
立
図
書
館

の
非
常
勤
職
員
た
ち
が
ス
ト

を
構
え
て
撤
廃
を
要
求
し
ま

し
た
。
区
は
同
職
種
に
つ
い

て
は
、
4
月
か
ら
全
希
望
者

の
6
年
目
の
継
続
雇
用
を
認

め
、
事
実
上
の
制
度
突
破
を

果
た
し
ま
し
た
（
年
次
有
給

休
暇
の
引
き
継
ぎ
も
あ
る
）。

　

加
え
て
、
賃
上
げ
も
獲
得

し
ま
し
た
。
組
合
は
、
周
辺

自
治
体
の
図
書
館
職
員
と
比

べ
て
同
区
の
賃
金
が
低
い
こ

と
を
指
摘
し
、
区
も
こ
れ
を

認
め
、
月
額
約　

万
5
千
円
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か
ら
約　

万
4
千
円
（
諸
手

20

当
等
を
含
む
）
と
な
り
、
約

2
万
9
千
円
の
賃
上
げ
を
実

現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
周
辺
の
平
均
を
や
や
上
回

る
賃
金
と
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
他
の
職
種
も
再
応
募
が

可
能
と
な
る
よ
う
是
正
を
求

め
て
い
く
方
針
で
す
。

非
常
勤
職
員
の
雇
用
継
続
を
確
保

　

自
治
体
の
非
常
勤
職
員
を
3
～
5
年
で
雇
い
止
め
に

す
る
「
雇
用
年
限
」（
更
新
限
度
）
に
つ
い
て
、
事
実
上

こ
れ
を
適
用
さ
せ
な
い
運
動
が
進
み
、
雇
用
継
続
や
賃

上
げ
、
労
働
条
件
の
改
善
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労

働
者
で
つ
く
る
「
東
京
公
務
公
共
一
般
労
働
組
合
」
の

取
り
組
み
を
ウ
オ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
「
空
白
期
間
」
な
し
ヘ

　

大
田
区
で
は
、
非
常
勤
職

員
は
1
年
雇
用
（
任
用
）
の

更
新
を
繰
り
返
し
、
最
長
5

年
（
更
新
回
数
限
度
4
回
ま

で
）
で
雇
い
止
め
に
し
、
再

応
募
に
は
1
年
間
の
「
空
白

期
間
」
が
必
要
で
し
た
。

昨
年
の
交
渉
で
、
在
職
5
年

目
の
非
常
勤
職
員
の
再
応
募

を
認
め
さ
せ
、
今
年
4
月
か

ら
は
空
白
期
間
を
置
か
な
い

実
質
的
な
「
継
続
雇
用
」
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
0
9
年

2
月
に
区
の
非
常
勤
保
育
土

た
ち
が
「
5
年
雇
い
止
め
を

何
と
か
し
た
い
」
と
公
共
一

般
に
加
入
し
た
こ
と
で
す
。

署
名
活
動
や
宣
伝
行
動
を
し

な
が
ら
、
交
渉
を
進
め
た
と

こ
ろ
、
区
は
「
更
新
回
数
限

度
の
撤
廃
は
し
な
い
が
、
5

年
目
以
降
の
職
員
も
再
応
募

で
き
る
よ
う
改
め
る
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
非
常
勤
保
育
士

選
考
で
は
、
組
合
に
加
入

し
、
継
続
雇
用
を
希
望
す
る

5
年
目
の
非
常
勤
保
育
士
全

員
に
「
採
用
内
定
」
が
届
い

た
と
い
い
ま
す
。

　

当
該
組
合
の
書
記
長
は

「
毎
年
の
更
新
時
に
勤
務
評

価
が
行
わ
れ
、
雇
用
継
続
さ

れ
て
い
る
の
に
、『
5
年
』
と

い
う
理
由
だ
け
で
切
る
の
は

理
屈
が
成
り
立
た
な
い
。
完

全
撤
廃
を
め
ざ
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
「
更
新
限
度
」
を
撤
廃

　

板
橋
区
は
今
年
度
、
社
会

教
育
指
導
員
と
放
課
後
対
策

事
業
地
区
統
括
員
に
つ
い
て

「
5
年
雇
い
止
め
」を
撤
廃
し

ま
し
た
（
同
区
で
は
、
徴
税

指
導
員
な
ど
を
除
く
ほ
と
ん

ど
の
職
種
で
非
常
勤
職
員
の

更
新
限
度
を
撤
廃
）。　

こ
の

4
月
か
ら
は
、
病
気
休
暇
の

最
初
の
3
日
間
が
有
休
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
在
職
7

年
目
の
非
常
勤
職
員
を
対
象

に
職
制
を
設
け
、「
主
任
」
格

に
は
、
時
給　

円
の
賃
上
げ

50

が
行
わ
れ
、
月
5
～
6
千
円

の
収
入
増
と
な
る
「
事
実
上

の
経
験
給
」（
当
該
書
記
長
）

が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
多
摩
市
が
非
常

勤
職
員
の
再
応
募
に
つ
い
て

は
、「
経
験
者
」
と
し
て
処
遇

す
る
仕
組
み
を
す
で
に
導
入

し
て
お
り
、
文
京
区
は
妊
娠

や
出
産
な
ど
母
性
休
暇
の
有

休
化
を
大
幅
に
拡
充
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

任期期限のない制度に
完
全
撤
廃
を
訴
え
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、「
処
遇
改
善
だ
け

で
は
非
常
勤
職
員
の
問
題
は

根
本
的
に
解
決
し
な
い
」
と

し
て
、
任
期
の
定
め
の
な
い

短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入

し
、
正
職
員
と
の
均
等
待
遇

を
は
か
る
べ
き
と
し
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
自
治

体
で
行
わ
れ
る

更
新
回
数
限
度

を
理
由
と
し
た

非
常
勤
職
員
の

「
雇
い
止
め
」に

つ
い
て
、
当
該

組
合
は
「
交
渉

に
よ
っ
て
延
長

や
撤
廃
が
で
き

る
。
当
局
が
設

け
る
3
～
5
年

と
い
う
の
は
何

の
根
拠
も
な

い
」
と
述
べ
、

　「原水爆禁止2010年国民平和大行進」が、
5月6日、東京・夢の島をはじめ各地を出発
し、核兵器廃絶に向けた機運が高まる中での
行進となります。また、政府の普天間基地「移

設」先を決定する時期も迎える中での行進に
もなります。私たちが求める真の平和につい
て、平和行進に参加しながらいま一度、考え
ていきましょう。

　

広
島
「
平
和
公
園
」
に
8
月
集
結

あなたも一緒に行進してみませんか
全国税はＯＢ組合員と一緒に歩きます

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠

「
雇
用
年
限
の
事
実
上
撤
廃
」を
推
進

　東 京 の
　公共一般


